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※令和4年5月時点の行事予定です。新型コロナウイルスの影響により変更の可能性があります。

■NEWS（令和3年12月～令和4年4月） 

■令和4年度行事予定（令和4年6月～12月）

6月22日（水）
7月12日（火）
7月27日（水）、7月28日（木）
9月26日（月）
12月2日（金）

創立記念日
大学院入試（10月入学および1次募集）
オープンキャンパス
学位記授与式
大学院入試（2次募集）

■人事（令和3年12月～令和4年5月）
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中村 恵
NADIA 
KARTIKASARI

中野 遼子
大堀 文俊
近藤 威
倉内 美智子
野口 隆弘
但野 愛実
庄原 健太
山口 洋史
丹田 奈緒子
石河 理紗
NADIA 
KARTIKASARI

永井 宏和
髙橋 哲
古内 壽
森 士朗
奥山 弥生
佐々木 聡史
柿内 裕輔
佐々木 紀代
宮下 牧子

講師

助教

特任講師
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特任助教

准教授
教授
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講師
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助教

顎口腔組織発生学分野

歯学イノベーションリエゾンセンター

世界展開力強化事業推進室
顎口腔矯正学分野
次世代歯科材料工学共同研究講座
病院　歯科医療管理部
病院　矯正歯科
病院　小児歯科
病院　咬合回復科
病院　咬合回復科
予防歯科学分野
病院　口腔支持療法科

世界展開力強化事業推進室

顎顔面・口腔外科学分野
顎顔面・口腔外科学分野
歯科医用情報学分野
病院　歯科顎口腔外科
病院　咬合修復科
顎口腔矯正学分野
病院　歯内療法科
病院　矯正歯科
病院　咬合回復科

任期満了
任期満了

4月
4月

塩飽 由香利
齋藤 悠

助教
助教

歯学イノベーションリエゾンセンター
口腔病理学分野

■令和3年度各賞受賞
総長賞

優秀学位研究賞

Straumann Award賞
デンツプライ賞
モリタ・ハノー賞
クインテッセンス賞
課外活動賞

髙山 慎騎（大学院）、安保 沙羅（学部）
Yuan Hang、木内 桜、奈良 靖彦、
Aseel Mahmoud Suleiman Marahleh
Linghao Xiao
岡田 嘉奈子
滑 文睿　
安保 沙羅、南部 歩乃佳
村上 光

総括副病院長（歯科診療部門長）就任の挨拶
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■編集後記 ───────────────────────

アンケートフォーム ：http://www.dent.tohoku.ac.jp/enq/news25
Interview & Voice：http://www.dent.tohoku.ac.jp/interview/

　令和4年4月1日付で東北大学病院総括副病院長（歯科診療部
門長）に就任いたしました。当院の基本理念および将来構想は、
「患者さんに優しい医療と先進医療との調和を目指した病院」で
す。歯科診療部門はこの理念を基に、高次歯科医療を東北医療
圏に提供すべく日々全力で取り組んでまいります。
　私は、平成30年に髙橋哲総括副病院長のもと、医療安全・研
究担当副病院長に命ぜられ、以来、病院運営に携わらせていただ
いております。令和2年からは、五十嵐薫総括副病院長のもと、経
営・総務・感染対策担当副病院長を経験させていただきました。
新型コロナウイルス感染症と対峙しながら、「感染」と「経営」とい
う、相反する重要事項の両立に神経をすり減らす毎日でした。さ
らには二度にわたり震度6クラスの地震に見舞われ、まさに災害
の任期でした。この間、諸刃の剣となり得る攻めの運営方針を温
かい目で見守っていただいた五十嵐先生には感謝の言葉もござ
いません。結果的には感染症クラスターを出すことなく、経営的
には黒字で任期を終えました。私が何をしたわけでもないのです
が、五十嵐先生のリーダーシップに加え、各部署の先生方のご尽
力と事務方を含めた歯科部門全体のチームワークに支えていた
だき、感謝の念に堪えません。

　さて、withコロナに慣れてきた昨今ですが、目先のリスク管理
に安住すると思考は内向きになりがちです。一方でコロナ禍は
ICTやAI等の科学技術の発展を強烈に刺激し、社会は予測不可
能なほど目覚ましいスピードで変化しています。時を同じくして、
政府は科学技術立国の実現に向け10兆円規模の大学ファンド
を設置しました。これを背景に、私は総長・プロボスト室員とし
て、世界と伍する研究大学の構築に向けた検討に加わることに
なりました。また、関連する内閣府の国際研修プログラムに参加
させていただき、海外の研究大学の仕組みに触れました。そんな
中、我々病院歯科部門は、今こそ戦略的視点をもって創造力と
実行力を開放し、新たな価値を生み出す時と考えるようになりま
した。
　私の任期では、臨床系部局として歯科の強みである『臨床現
場』の活性化を最重要視し、これを歯学研究科/歯学部と有機的
に連携させることで、日々の診療から無理なく臨床研究、先端医
療技術や産学連携を生み出し、高度医療人材を育成するシステ
ムを構築していきたいと思います。また、医科歯科連携を強みと
する我々病院歯科部門の価値を、公共財として幅広いステーク
ホルダー（患者さん、地域医療機関、学生、同窓会、企業、政府な
ど）に見えるようにし、歯科が一体となって共創の場となることを
目指します。実現には課題も多くありますが、齋藤正寛副病院
長、飯久保正弘副病院長を中心に特別補佐の先生方に支えて
いただき、科長会で議論しながら鋭意進めています。同時に、歯
学研究科/歯学部との協働を、歯学イノベーションリエゾンセン
ターを軸に進めてまいります。
　皆様にとって「地域になくてはならない身近な東北大学歯科」
と思っていただけるよう、歯科構成員の力を結集して尽力してま
いります。皆様のご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

　令和4年4月1日に歯学研究科の英語ウェブサイトをリニューアルしました。卒業生・在
学生メッセージや動画などを充実させ、東北大学や歯学研究科に実際に訪れたことがな
い方にも歯学研究科での学生生活や研究活動をイメージしてもらえるようなサイトを目
指しました。これからはNewsletterや日本語ウェブサイトでの情報発信に加えて海外へ向
けたニュースも積極的に発信していきますので、ぜひご覧いただけると幸いです。

（記　上杉）

令和3年12月21日（火）～23日（木）に開催された「第80回日本公衆衛
生学会総会」にて、歯学イノベーションリエゾンセンター地域展開部
門の草間太郎助教が日本公衆衛生雑誌・優秀論文賞を受賞しました。
令和4年2月1日（火）、独創的な研究に挑戦する若手研究者「東北大学
プロミネントリサーチフェロー」が発表され、歯科法医情報学分野の
波田野悠夏助教にその称号が付与されました。
令和4年2月5日（土）に開催された「第43回東北骨代謝・骨粗鬆症研
究会」にて、口腔生理学分野／顎口腔矯正学分野の大学院生の大島
絵恋先生が基礎部門の優秀賞を受賞しました。
顎口腔機能創建学分野の尾崎尚先生（現（独）日本海総合病院 歯科
口腔外科科長）の論文がAsia Research News 2022年版の研究紹
介記事として取り上げられました。
令和4年3月4日（金）、東北大学災害復興新生機構・復興アクション事
業の一環として亘理町の小学校の卒業生に「お口の成長記録手帳」を
贈呈しました。
令和4年3月24日（木）に発表されたTHE世界大学ランキング日本版
2022で東北大学が1位に選出されました。3年連続での1位選出とな
ります。
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東北大学病院
総括副病院長（歯科診療部門長）

江草  宏
1998年
1999年
2002年
2002年

2004年
2014年
2018年
2018年

2018年
2022年

広島大学歯学部 卒業
香港大学歯学部 研究助手
広島大学大学院歯学研究科 修了（博士）
日本学術振興会 特別研究員
UCLA ワイントロープセンター 客員研究員
大阪大学大学院歯学研究科 助手/助教
東北大学大学院歯学研究科 教授
東北大学病院 副病院長
東北大学大学院歯学研究科
歯学イノベーションリエゾンセンター長
東北大学 総長・プロボスト室員
東北大学病院 総括副病院長

計
新卒 46人（内）

新卒＋既卒 63人（外）

■第115回（令和3年度）歯科医師国家試験合格率
本学合格率

76.1%

全国合格率 61.6%
合格者／35人（76.1%）

不合格者／21人（33.3%）

本学（新卒）

本学（新卒+既卒）

本学（新卒+既卒）

本学（新卒）

不合格者／11人（23.9%）

合格者／42人（66.7%）

新卒

66.7%
新卒
＋

既卒

全国受験者／3,198人 合格者／1,969人

■  歯学研究科 大学院募集
令和5年4月入学 ・博士課程：42名・修士課程：8名

※新型コロナウイルス感染症の状況によって入学試験実施日及び合格発表日変更もあり得ます。

http://www.dent.tohoku.ac.jp/
詳細は、歯学研究科ホームページをご覧ください。

お問い合わせ 東北大学大学院歯学研究科 教務係 
Tel: 022-717-8248  Fax: 022-717-8279

・ 出願期間（1次募集）：令和4年6月6日（月）―10日（金）
・ 試験日（1次募集） ：令和4年7月12日（火）
・ 出願期間（2次募集）：令和4年10月31日（月）―11月7日（月）
・ 試験日（2次募集） ：令和4年12月2日（金）

令和3年度歯学部最終講義を開催しました
令和4年3月11日（金）、髙橋哲教授と佐々木啓一教授の最終講義
が行われました。感染対策のため会場参加人数は最小限としてラ
イブ配信を行い、たくさんの学生や教職員の方々が受講しました。
髙橋教授はこれまでの研究経歴を振り返り、人との出会いや転
機、2人の師に恵まれたことへの幸運などを語りました。佐々木教
授は歯科医療の将来展望、今を生きることの大切さを語り、受講
生へエールを送りました。
髙橋教授、佐々木教授、本当に長い間お疲れさまでした。

▲髙橋哲教授 ▲佐々木啓一教授




